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全国各地にある社会教育施設「 公 民館 」。日野市にも、誕生

から半 世 紀 以 上 を数 える 中 央 公 民 館と、小 学 校 の 旧 校 舎 を

活用した高幡台分室があります。公民館に行ったことはあり

ますか？ そもそも、公民館って何をするところなんでしょう。

市 民グル ープが サ ークル 活動 するところ？ 市 民向けの 講座

の会場？ ときどきお祭りをやるところ…？ どれも正解です。

でも、そ れだけじゃない んで す。この 冊子では、公民館 の 基

本 的 な 理 念 や 構 想、事 業 の 基 本 計 画 に つ い て、また、公 民

館ってそもそも何？ 誰が使うもの？ 社会教育って…？ そん

なことを合 わ せ て 知ってもらえるように、公 民館 の 役割や 取

り組み、利用 の 仕方などをわかりや すく解説します。ぜ ひ 公

民館に遊 びに来てください。この 地域での 暮らしがより豊か

になるような出会いがあるかもしれません。

は
じ
め
に

日野市中央公民館
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はじめに

公民館ってどんな場所？
� ๛͔͞ͷมԽͱ公民館ͷֶͼɹ�
� ɹ日野市公民館ӡӦ৹ٞձ͔Βฏ��ਃΑΓᶃ

� ू͍ɺֶ ͼɺͭ ͳ͕Δ公民館ۀࣄ�
� ɹ֎ࠃਓͷͨΊͷ日本ࣨڭޠʗো ʢऀࣇʣۀࣄʗాΜ΅ͷֶߍʗ�

ɹɹɹ公民館ฏۀࣄʗ੨গۀࣄʗਓۀࣄʗۀࣄऀྸߴʗҬަྲྀΠϕϯτ

� DPMVNOɹࣾձڭҭͬͯԿͩΖ ʁ͏�
� ɹ日野市ͷࣾձڭҭ・ੜֶ֔शʗͭͳ͕ΓʹΑΔ࣋ଓՄͳ日野Λͯ͠ࢦ

� RVFTUJPOOBJSF�SFTFBSDIɹ公民館Λར༻ͨ͜͠ͱ͋Γ·͢ ʁ͔

これからの公民館！
� 基本ඪʗྩ2͔Βͷ日野市ͷ公民館

� Ҭ͕εςʔδɹ公民館ͷ৽͍͠औΓΈ�
� ɹֶͼϞσϧۀࣄʗډॴۀࣄʗେֶ࿈ܞͷॆ࣮ʗͻͷ市民େֶͷॆ࣮

� ͜Ε͔Β�ؒͷ公民館ͷาΈ計画�
� ɹ基本ඪʹ基͍ͮͨࡦࢪϩʔυϚοϓ�

� �Δɹ͑ߟʹ͓͚ΔਓʑͷަྲྀΛݱ
� ɹ日野市公民館ӡӦ৹ٞձ͔Βฏ��ਃΑΓᶄ

� DPMVNOɹ公民館Λ͑ࢧΔ੍ͱ๏

� ͜Ε͔Βͷަྲྀʹ͚ͨऔΓΈɹ�
� ɹ日野市公民館ӡӦ৹ٞձ͔Βฏ��ਃΑΓᶅ

公民館を使おう
� 日野市தԝ公民館ͱ഼ߴࣨ

� 公民館ͰͰ͖Δ͜ͱ

� 公民館Ϣʔβʔʹฉ͖·͠ ͨ

おわりに

参考資料　公民館を取り巻く関係法令

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ�2
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「やってみようかなあと思って始めたら結 構 難しくてね。

面 白いんだよねえ」
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公 民 館ってど ん な 場 所？

市民の暮らしに寄り添いながら
市民のつながりの中に“学び”を生み出す
第2次日野市公民館基本構想・基本計画の理念

日野市中央公民館、誕生

「暮らしに役立つ学びをしたい」

「学びを通じてまちの人たちと交流したい」

「このまちのことをもっとよく知りたい」

ɹߴࡁܦʹΑΔ市Խ͕౦ژͰਐΜͰ

ɺ৽͘͠日野ͷ·ͪʹҠΓॅΜͩ市民͔ࠒ͍ͨ

Β͜Μͳ͕ฉ͖͑ͯ͜·ͨ͠ɻ日野市தԝ公

民館ɺ͜ ͷΑ͏ͳ市民ͷֶͼͷ͍ࢥΛ͔ͳ

͑ΔͨΊʹত��ʢ����ʣ�݄ʹ։ઃ͞

Ε·ͨ͠ɻ͜ͷʮ第2次日野市公民館基本構想・

基本計画ʯͰɺ։ઃ͔ΒੈلҎ্ͷྺ࢙Λ

ॏͶͨࠓɺ公民館ͱͯ͠औΓΉ͖ݱతͳ

՝Λ໌Β͔ʹ͠ɺޙࠓͷࡦࢪۀࣄʹ͍ͭͯ

ల͠·͢ɻ

ɹࣾձڭҭ๏ʹΑΕɺ公民館ʮॅ民ͷ࣮ࡍ

ੜ׆ʹଈ͢Δڭҭɺֶ ज़ٴͼจԽʹؔ͢Δ֤छ

ͷۀࣄΛ͍ߦɺͭͯॅ民ͷڭҭͷ্ɺ݈ ߁

ͷ૿ਐɺૢͷ७ԽΛਤΓɺੜ׆จԽͷৼڵɺ

ࣾձࢱͷ૿ਐΛਤΔʯʢ第2�ʣͨ Ίͷࣾձ

Γఴدʹ׆ઃͰ͢ɻҬॅ民ͷ日ৗੜࢪҭڭ

͍ɺࣾ ձڭҭʢʹֶͼʣΛͬͯͦͷ՝ղܾΛ

ਤΔͱ͍͏తΛࢪͨͬ࣋ઃͳͷͰ͢ɻ

市民の暮らしとどう関わってきた？
これまでの公民館

ɹࣾձڭҭࢪઃͱͯ͠ͷ公民館ͷׂɺ͓ 

ʹ次ͷ�͕ͭ͛ڍΒΕ·͢ɻ

生涯学習の支援／生活課題の解決／地域課題

の解決／個人・地域の自立を助ける

ɹ͜ΕΒͷׂΛՌͨͨ͢Ίɺ公民館Ͱฏ

22ʢ2���ʣʹ ʮ市民ʹΑΔ市民ͷͨΊͷ

公民館ʙҬʹੜ͖Δ市民ͷఈྗʙʯͱ͍͏ཧ

೦Λ͛ܝ ʮͯ第�次日野市公民館基本構想・基

本計画ʯΛࡦఆ͠ɺ公民館͕୲͏͖ࣾձڭҭ

ͷ͋ΓํΛ͖ࣔͯ͠·ͨ͠ɻ

ɹ市民ͷ日ʑͷΒ͠ͷதͰɺ͞ ·͟·ͳ՝

͕ੜ·Ε͍ͯ·͢ɻͦ͏͠ ͨ՝ͱ͖߹͍ɺ

公民館ͷՌׂ͖ͨ͢Λ��ͱ͍͏ظత

ͳࢹ野Ͱ計画ͨ͠ͷ ʮ͕第�次日野市公民館

基本構想・基本計画ʯͰ͢ɻ͜ͷ計画ʹ基͍ͮ

ͯɺ公民館Ҭͷ՝ղܾͷͨΊͷ࠲ߨͳͲɺ

ֶͼͷΛ༻ҙ͖ͯ͠·ͨ͠ɻ͞ Βʹɺֶ ͼಘͨ

͜ͱΛͱʹαʔΫϧ׆ಈͳͲ͕͑ߦΔ·

ͪͷਓ͕ू·ΔΛఏ͠ڙͳ͕Βɺਓʑ͕ަྲྀ

Ͱ͖ΔΑ͏͓ख͍Λ͖ͯ͠·ͨ͠ɻ

市民の暮らしにどう関わっていく？
これからの公民館

ɹ公民館·ͣɺʠֶͼʡʹ ͍ͭͯ͏Ұ͑ߟ

ͯΈ͍ͨͱ͍ࢥ·͢ɻֶͼ本དྷɺࣗ Λࣗ༝

ʹͯ͠ղ์͢ΔͷͰ͢ɻࣗݾͱଞऀͱ͕͍ޓ

ʹ։͔ΕͨதͰֶͼ߹͍ɺͭ ͳ͕Γ͕ੜ·Ε·

͢ɻͦͷͭͳ͕ΓͷதͰɺԿ͔৽͍͠ͷ͕ੜ

·ΕΔ͜ͱ͋ΔͰ͠ΐ͏ɻ͜ ͷͱ͖େͳͷ͕

ʮରʯͰ͢ɻ

ɹରͱɺࣗ ͷཱΛଚॏ͍͠ޓͱଞऀ͕ݾ

ͯϑϥοτʹ͢͜ͱͰ͋Δͱɺ͜ ͜Ͱ͑ߟ·

͢ɻͦͷΑ͏ͳػձ͕ੜ׆ͷۙͳͱ͜Ζ

ʹ͋Εɺ୭ָ͕͘͠Β͠ Λ๛͔ʹ͢Δֶͼ・

ֶͼ߹͍Λ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖ΔͰ͠ΐ͏ɻ͞ Βʹ͓

ͷҧ͍ΛೝΊ߹ͬͯରΛਐΊ͍͍ͯޓ ͱ͖͘

ʹେʹͳΔͷ ʮ͕ࣗʯͰ͢ɻࣗͷ͜ͱͩ

͚Λͨ͑ߟΓɺਓͤʹͨ͠Γ͢ΔͷͰͳ͘ɺ

ଞऀͱͷଟ༷ͳؔੑͷதͰɺࣗ Βࣗ͠͞

ʹ͔͠ͳ͍ͷ͕ݟग़ͤΔͰ͠ΐ͏ɻ

ɹޙ࠷ʹɺେͳࢹͱ͠ ʮͯମݧʯ͕ ͋Γ·͢ɻ

ਓਓੜͷதͰ͞·͟·ͳݧܦΛੵΈॏͶͯੜ

͖͍ͯ·͢ɻԿ͔Λ৽ͨʹֶͼ͍ͨͱͨͬࢥͱ͖ɺ

公民館ͰݧܦͷػձΛମݧͷͱͯ͠ੜΈग़

͢͜ͱՄͰ͢ɻମݧΛ௨ֶͨ͠ͼΛɺ͜ Ε

͔Βͷ公民館ॏ͖͍ͯ͠ࢹ·͢ɻ

ɹʮରతʯʮࣗతʯʮମݧతʯͳֶͼɺࣗ

͕ͨͪͱʹΒࣾ͢ձҬͷ͜ͱʹࢥ

ಈͯ͠ΈΑߦɺԿ͔৽͖͕͍͘͠ ͱ͏͑ߟΔ͖ͬ

͔͚ʹͳΔ͔͠Ε·ͤΜɻ͜͏ֶͨ͠ͼͷ॥

ΛੜΈग़͢ͷ͕ɺࣾ ձڭҭࢪઃͱͯ͠ͷ公民

館Ͱ͢ɻ公民館Ͱɺࣾ ձڭҭͷࢹ͔Β市民

ͷओମతͳֶͼΛԠԉ͠ɺͦ ͜ͰֶΜͩ͜ͱΛ

ͦΕͧΕͷҬʹؼͯͬ࣋ΓɺҬͷਓͨͪʹ

ɹ市民ֶͼͷ͔ΒಘͨͷΛɺࣗ ͷॅΜ

Ͱ͍ΔҬʹΓɺҬͷਓͨͪʹΊ͍͖ͯ

·ͨ͠ɻ͜Ε ʮֶ͕ͼͷ॥ʯͰ͢ɻ公民館

͜ͷΑ͏ͳʮֶͼͷ॥ʯΛͮ͘ܗΔ͜ͱͰɺ市

民ͷΒ͠ Λ๛͔ʹ͠Α͏ͱऔΓΜͰ͖·͠ ͨɻ

市民の暮らしをどう展望する？
これからの公民館

ɹ͜ͷ��ؒͰ日本ͷࣾձେ͖͘มԽ͠·͠

ͨɻ市民ͷੜ׆ελΠϧΒ͠ͷํ͑ߟ

ଟ༷Խ͠ɺࣗ ͷΒ͠Λ๛͔ʹ͢Δ͜ͱΛٻ

ΊͯɺΧϧνϟʔηϯλʔͳͲ௨͏ਓ૿͑

͍ͯ·͢ɻࣾձڭҭ͕୲ׂ͖ͬͯͨΛݞΘ

Γ͢ΔଘࡏݱΕ͍ͯ͠ٱঢ়گͰ͢ɻ·ͨɺΠ

ϯλʔωοτͳͲͷීٴʹΑΔใԽࣾձͷਐ

లʹΑΓɺ市民ͷֶͼͷ͋Γํඈ༂తʹมΘͬ

͖͍ͯͯ·͢ɻ

ɹࡏݱͷ日本ࣾձ市Խ͕ਐΈɺΒ͠ͷར

ศੑ͕ൃୡ͍ͯ͠ΔΑ͏ʹଊ͑ΒΕ·͢ɻ͠ ͔

͠ɺಉ࣌ʹ֩Ոͷ૿ՃͳͲɺҬͰͷ市民ͷ

ͭͳ͕Γ͕رബʹͳͬͨΓ͑ݟʹ͘͘ ͳͬͨΓ

͍ͯ͠·͢ɻ͜ͷΑ͏ͳঢ়گͷதͰɺ日本ੈ

քͰྨΛݟͳ͍গྸߴࢠԽࣾձΛ͠ݧܦɺݱ

ձʹಥೖ͍ͯ͠·͢ɻͦͯ͠ɺࣾ͜ྸߴࡏ

ͷઌʮਓݮޱগࣾձʯʹ ͳ͍ͬͯ͘Ͱ͠ΐ͏ɻ

ࣾձͷՁܹ͕͘͠؍มԽ͍ͯ࣌͘͠Ͱ͋

Γɺ·ͪʹࠓ·Ͱʹͳ͍Ҭ՝͕ੜ·Εͯ

͍·͢ɻ

ɹ৽ͨͳΒ͠Ҭͷ՝͞·͟·ͳཁૉ

͕བྷΈ߹͍ɺҰͭͷࢹͰղܾ͕͘͠ͳͬ

͍ͯ͘Ͱ͠ΐ͏ɻ

公民館ͬͯͲΜͳॴʁ
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͑ͯΒ͏ֶͼͷ॥ΛੜΈग़͢͜ͱͰɺ市

民ͷަྲྀͷ͖͔͚ͬͮ Γ͘Λ͍ͯ͠·͢ɻ

ɹଞऀͱͷֶͼ͕ମݧͰ͋Γɺ৽͍͠ͷΛֶ

ͼɺ৽͍͠ͷ͕ੜ·ΕΔͱ͖ɺ͕ͪ࣋ؾϫΫ

ϫΫ͢Δͱ͍͏ਓগͳ͋͘Γ·ͤΜɻਓͱਓ

ͱͷͭͳ͕Γ͕ബ͘ͳͬͨΓ͑ݟʹ͘͘ ͳͬͨΓ

͍ͯ͠Δ͔࣌ͩΒͦ͜ɺ公民館͞·͟·ͳ

ࣾձతݯࢿͱڠಇͨ݁͠ͼ͠Λ͔͍ͯͬߦ

ͳͯ͘ͳΓ·ͤΜɻ

日野 市 の 計 画と公 民 館 の 計 画

こんな「新たな学びの循環」を目指しています！

立体的で横断的なつながり
˔市民ͷ׆༂ࢧԉ
˔市民ͱͷڠಇ
˔市民ͱͷใऩूɺൃ৴ɺڞ༗
˔市民ͱؔؔػͱͷͭͳ͕Γ
��ʢখதߍߴ・େ ・ֶਤॻ館・ڷࢿྉ館・ɹɹ
ʣܞͳͲͱͷ࿈ۀا・10/��
˔શ໘తͳߦ෦ॺؒͷωοτϫʔΫʹɹ
��ΑΔ࣮ࡍੜ׆ͷࢧԉ

市民の暮らしに
寄り添いながら

市民のつながりの中に
“学び”を生み出す

第2次日野市公民館基本構想・
基本計画の理念

自律的

対話的

体験的

第5次日野市基本構想・基本計画（2020プラン）
基本計画ɹ˞ฏ2�ʙྩ2ظޙ

第3次日野市学校教育基本構想
ʢ日野市ະདྷʹֶ͚ͨͼͱҭͪͷ基本構想ʣ
˞ྩݩʙ�

日野市生涯学習推進基本構想・基本計画
ʢ日野·ͳͼ͍͋ϓϥϯʣ˞ ฏ2�ʙྩ2

施策405に「市民による市民のための公民館の充実」を掲げており、「まなびあい
を通して信頼し、助けあい、豊かな人間関係、地域づくり、まちづくりを実現するた
め、公民館が市民の社会教育、生涯学習の場」として機能し、「いつでも・どこでも・
だれもが学び、学びあえる環境」を整える施設であるとしています。

子どもたち自らが「すべての“いのち”がよろこびあふれる未来
をつくっていく力」を育むために、そのための環境を、学校、家
庭、地域そして子どもたちみんなでつくっていくとしています。
まちの人たちの交流づくりを行ってきた公民館は、この役割へ
の期待に応えなければなりません。

愛着を持って住み続けられる「生涯学習のまち　日野」をつくる
ことを目指し策定された計画。「このまちに生きる　だからこの
まちで“学び　学びあう”」を基本理念とし、市内の豊富な資源

（人材・団体・文化・歴史・産業など）を活用し、大人から子どもま
でさまざまな世代の市民が身近で気軽に生涯学習に取り組める
生涯学習社会構築の方向性と基本方針を示しています。

豊
か
さ
の
変
化
と
公
民
館
の
学
び

　持続可能な公民館を考えていくために、現
代の若者の価値観に焦点を当ててみたい。現
代を生きる若者が、将来、公民館利用者になり
得るかどうかが、今後の公民館の持続可能性
を考える上で鍵を握っているといえるからである。
　高度経済成長を終えた日本は、少子高齢化
が進み、総人口が増加から減少に転じ、そもそ
も豊かさとは何かを問い直す時代の局面を迎
えている。単に高い収入を得たり高級なものを
数多く所有したりすることに、大きな価値を感じ
ない若者も現れてきた。生活の豊かさは、収入
や資産のみで測られるものではなくなってきて
いる。
　こうした中で問われているのは、自らがどう生
きるかということである。収入や資産の豊かさが
「所有としての豊かさ」であるとすれば、現代
の人々が生活を送る上では、一人一人の「存
在としての豊かさ」が問われているといえる。

　学ぶということについても、同様のことがいえ
る。新たな知識や技術を獲得して、資格や免
許を手に入れるという「所有のための学び」に
留まらず、自らの生き方をつくる「存在のための
学び」が求められている。このような価値観の
変化は、国際的に見れば昭和47年（1972年）
にユネスコが提起した「Learning to have（持
つための学び）」から「Learning to be（なる
ための学び）」（『フォール・レポート』より）への
転換と一致するものである。
　このように考えたとき、公民館は市民の存在
としての豊かさにつながる学びが生まれる場で
ありたい。市民が生き生きと日々の生活を送る
ことができるよう、単に知識や技術を獲得する
学びに留まらず、その学びを通して他者とつな
がり、自らの生き方を豊かにしていく機会をつく
り出していくことが求められる。

「
公
民
館
に
お
け
る
利
用
者
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
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第2次日野市公民館基本構想・基本計画

公民館はどんな姿を目指す？
これからの公民館
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集 い 、学 び 、つ な がる
公 民 館 事 業
日野市の豊かな地域資源を生かした、日野らしい学びの追求。

学んだことを市民がそれぞれの地域に持ち帰り伝える、

そんな「学びの循環」を目指して展開している

8つの事業をご紹介します。

外国人のための
日本語教室

公民館
平和事業

高齢者事業

障害者（児）事業

地域交流イベント

田んぼの学校

成人事業

青少年事業
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令和元年（2019年 ）現在、日野市には3,300人を

超える外国籍の市民が暮らしています。日野市の人

口の50人に1人以上は外国籍の方です。多様な国

籍の隣人と不自由なくコミュニケーションを取れたら、

互いの言葉や文化を伝え合えたら、それは豊かな地

域生活の始まりとなるでしょう。公民館の日本語教室

は、外国籍の市民が生活に困らない程度の日本語能

力を身につけるためとして、平成4年（1992年）にス

タートしました。市内に在住・在勤・在学の外国人を対

象に参加費無料で開催され、令和元年度においては

19か国の学習者1,793名、日本語ボランティア教師

1,529名、計3,322名（のべ）が参加しました。受講

者のレベルに合わせマンツーマンや少人数制で授業

を行い、通常授業のほか課外授業やバーベキューパー

ティー、国際クッキング、イヤーエンドパーティーなど

の交流行事も実施。毎年3月に行われるスピーチ大

会では、生徒たちが1年の学習の成果を披露し、大い

に盛り上がります。日本語教室の先生は、日本語教

師養成講座（有料）を受講し研修を受けた市民のボラ

ンティアたち。さまざまな国籍や日本語レベル、目的

に合わせた授業実施のため、現在、より多くの日本語

教師ボランティアが求められています。日本語の勉

強だけでなく、地域や生活の情報交換など、公民館な

らではの文化の交流が生まれ、年齢も国籍も越えた

関係性が育まれる日本語教室。年間を通して随時参

加者を募集しています。

公民館の事業紹介 1 公民館の事業紹介 2外 国 人 の た め の 日 本 語 教 室 障 害 者（児）事 業

ま ち の 暮 らし を 共 有 で き る 日 本 語 教 室 と も に 生 き 、と も に 学 ぶ

特別支援教育を受けている市内在住の小・中学生が

集まる「少年学級」。地域の中で交流を深め心身の

健全な発達を促進するため、昭和55年（1980年）

に活動が始まりました。現在は学級生の保護者を中

心に運営が行われ、季節の行事などの定例会やリト

ミック教室、夏合宿などが催されています。大きなイ

ベント時には近隣大学の学生ボランティアも参加し、

若者同士の交流も盛んです。少年学級は保護者同士

が情報交換や自主学習を行う場でもあり、親子参加

や一家総出での参加など、子どもたちのおかげで生

まれた縁が大人たちにも波及し、地域の中での人の

輪が広がりつつあります。また、少年学級以上の年

齢層が集う「 青年・成人学級 」は昭和50年（1975

年）に誕生。「同世代との交流の場が欲しい」という

障害を持った青年たちの要望から学級が立ち上がり

ました。「ともに生き、ともに学ぶ」をスローガンに、

障害の有無に関わらず16歳以上の青年・成人が参加

し社会教育活動を実践しています。障害を持つ青年

も持たない青年も同様に、自主的に学級の企画・運営

を行なうのが青年・成人学級の大きな特色。定例会や

分科会などを定期的に行い、30名程度からスタート

した学級は現在では250名以上に発展し、公民館事

業の大きな柱となっています。少年学級も青年・成人

学級も、どちらも学級生とともに、一緒に運営してく

れるスタッフを随時受け入れ、事業の PR や参加者の

拡大、運営の継承を図っています。

தԝ公民館ʹͯຖिਫ༵�����ʙ�2���ɺຖि༵ۚ
�����ʙ2����ɺࣣ ੜࢱηϯλʔʹͯຖिਫ༵�����
ʙ2����ʹतۀΛ։͍ͯ͠࠵·͢ɻࢀՃແྉɻࢀՃਃ͠
ʮ日野͍ͯͭʹ࠲ߨཆࢣڭϘϥϯςΟΞޠΈɺ日本ࠐ
Ϋϥϒʯ·ͰɻCMPH�HPP�OF�KQ�IJOPLPLVTBJ༑ࡍࠃ

HOW TO JOIN

HOW TO JOIN

গֶڃɿh ใͻͷ ͰɦֶڃੜͷืूΛ͍ߦ·͢ɻ
੨・ਓֶڃɿӡӦελοϑΛਵूื࣌
͍ͯ͠·͢ɻ͍߹Θͤதԝ公民館·Ͱɻ

ू͍ɺֶͼɺͭͳ͕ΔͨΊͷ公 民館ۀࣄ
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ひの市民大学農業体験コースを改称し、平成20年

（2008年）からスタートした「田んぼの学校」。市民

実行委員会を立ち上げ、地元農家の指導のもと、新

町と南平の2会場で年間を通して苗づくりから収穫ま

でを行っています。令和元年度は、例年育てている

もち米のほか緑米にも挑戦。両会場ともに150名以

上が参加し、子どもも大人も一緒に田んぼに入り、通

年で農作業を行いました。事業立ち上げから10年が

経過し、市民実行委員の高齢化や固定化の解消や、

限定された2会場のみでの実施事業のため、より多く

の市民に参加してもらうための仕組みづくりが必要と

なっています。また、田んぼの学校は農業体験から自

然に親しみ、田んぼに生息する生き物やその生態系

に触れ、環境保全について考える機会を提供する事

業でもあります。令和2年（2020年）以降は、日野の

原風景である田んぼに関わる自然環境や地域の歴史

など、座学やフィールドワークを取り入れ、自然と人

との関わりや共生についても学んでいきます。そして、

田んぼの学校を通して、生きる・学ぶ・触れ合う・育て

る力をともに育んだ参加者同士のつながりが、その後

も地域の中で持続していくような事業の運営を目指し

ています。

公民館の事業紹介 3 公民館の事業紹介 4田 ん ぼ の 学 校 公 民 館 平 和 事 業

み ん な で 育 て る み ん な の 田 ん ぼ 「 平 和 」を 考 え 続 け 、継 承 し て い く

毎年8月に開催される、市民が自主的に協力し平和を

祈る事業。「平和」について考えることを、今を生き

る子どもたちに継承していこうという地域住民の意

志によりスタートしました。講演会・朗読・演奏などの

平和公演の開催や映画上映など、平和について考え

るさまざまな催しを行う「平和への祭典」として、毎

年多くの市民が集います。事業には中・高生も参加し、

世代を越えて人が集い、交流が生まれています。戦

争の体験を語り継ぐ担い手をなくさないために、平和

を維持するために、26年以上続けられている事業で

す。日本では戦争体験談を話せる世代がいなくなり

つつある現代ですが、世界の戦火はなくなることがあ

りません。戦争を知らない青少年たちが、地域との交

流を通して、さまざまな視点で平和の大切さを考える

場にする仕組みづくりが必要とされています。今後は

日本語教室事業などのネットワークを大いに活用し、

日本だけでなく世界の平和について考え、表現でき

る場としての事業の運営を目指します。

HOW TO JOIN

ʰใͻͷ Ͱɦا画・ӡӦΛߦ࣮͏ߦҕһձͷ
ՃऀΛืू͠·͢ɻHOW TO JOINࢀ

ʰใͻͷ ͰɦࢀՃऀΛืू͠·͢ɻ
Ҵͮ Γ͘ʹڵຯ͕͋Γɺ͓ ͍͍͓͠ถ͕৯͍ͨํɺ

ࣗવͱٔΕ͍ͨํதԝ公民館·Ͱɻ

ू͍ɺֶͼɺͭͳ͕ΔͨΊͷ公 民館ۀࣄ
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公民館では多くの事業が継続的であり、多世代の参

加や協力を積極的に取り入れています。子どもや青

少年を対象とした教育と余暇の支援も公民館の大き

な事業の一つであり、公民館では、子どもたちの学び

と心身ともに健康な成長のため、さまざまな講座を開

催しています。講座への参加は無料もしくは安価で

あるため、子どもたちにとって参加しやすい場となっ

ています。また、年に一度行われる「ひのっ子シェフ

コンテスト」は、毎年多くの子どもたちがエントリーす

る人気事業。日野産の旬の野菜を活用したオリジナ

リティのあるメニューを子どもたちが考え、調理します。

このコンテストを通じ、子どもたちは食べることや食

材の大切さを学び、ひのっ子シェフたちの姿を通して

子どもも大人も食への関心が高まるでしょう。子ども

たちが考え応募したレシピが学校給食に取り入れら

れるケースも増えてきました。公民館では子どもとそ

れを取り巻く大人の輪を広げ、地域全体での子育て

の一翼を担っています。今後は、子育て機関などと

連携し、市内全域での事業の展開を目指しています。

公民館の事業紹介 5 公民館の事業紹介 6青 少 年 事 業 成 人 事 業

す べ て の 子 ど も を 地 域 で 育 て る 多 様 で 幅 広 い 学 びと世 代 間 交 流 の 促 進

「暮らしと地域を豊かにする学びの循環づくり」の柱

となる成人事業。どんな世代の市民も楽しく学 び、

集って生きることの素晴らしさを実感できるよう、教

育講座をはじめ多様な学びの場を幅広く展開してい

ます。人権・貧困・平和・民主主義、また、多文化共生

や障害者などをテーマにした学び、防災・防犯などの

生活課題をテーマとした学びなど、公民館にとっても

大切な学習機会となっています。さらに、子育て世代

を対象とした育児講座や、「公民館保育事業」による

保育を利用して自分時間を楽しむ講座なども積極的

に行っています。この公民館保育事業では中央公民

館に保育室を設置し、子育て世代の学習機会を保障

し多様な世代間の交流を促進しています。保育の対

象は市内在住の1歳6か月から就学前までの幼児。公

民館主催事業や公民館を利用したサークル活動の際

に、子どもの保育が利用できる仕組みをつくり、年間

でのべ400名以上が利用しています。子育てサーク

ルが企画をした講座「ほっと手づくりママ時間」では、

公民館保育事業を利用した手芸好きな仲間たちが大

勢集まりました。子どもを安心して保育士に託し、自

分自身の学びを深めたり他者と向き合うことができる。

そんな場や時間が公民館にはあります。
HOW TO JOIN

ʰใͻͷʱʹ ใΛ࠵ͳͲͷ։࠲ߨ
ਵ͍ͯ͠ࡌܝ࣌·͢ɻ
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市ͷখֶߍʹ͓ศΓΛ͍ͯ͠·͢ɻ

ू͍ɺֶͼɺͭͳ͕ΔͨΊͷ公 民館ۀࣄ

HOW TO JOIN
ʰใͻͷʱʹ ใΛ࠵ͳͲͷ։࠲ߨ

ਵ͍ͯ͠ࡌܝ࣌·͢ɻ࠲ߨͷا画ӡӦΛ͢Δ
ͻͷ市民େֶا画ӡӦҕһh ใͻͷ Ͱɦืू͠·͢ɻ
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人には、生涯を通して学ぶ意欲があります。高齢者事

業では、健康・栄養・介護・相続・終活など、特に高齢に

なって直面する問題をテーマとした講座などを、当事

者世代である市民実行委員とともに企画しています。

企画会議は月1回、高幡台分室で開催。地域の高齢

者が同じ悩みを持つ人たちが身近にいることを知り、

意見交換し交流し合うことで、お互いの暮らしを勇気

づける場になっています。それでも、まだまだ地域に

は家に引きこもりがちな高齢者や、地域に居場所が

見つからない高齢者も多くいることでしょう。楽器の

伴奏に合わせて歌う「程久保うたごえパーク」はリフ

レッシュやストレス解消に、また、公民館だけでなく

地域の交流センターなどでも開催された「朗読サロン」

は名作を朗読で楽しむ交流の場となりました。これら

の定例化している事業についても、さらなるつながり

が生まれる工夫をしていくとともに、より多くの地域

の高齢者が参加できるような内容を模索し、今後の

発展を目指していきます。

公民館の事業紹介 7 公民館の事業紹介 8高 齢 者 事 業 地 域 交 流 イ ベ ント

安 心 し て 過 ご せ る 地 域 の 居 場 所 と 学 び の 場 自分自身を表 現し、新 た な 仲 間と出 会う場 所

市民が学んだ成果を発表する場、自分たちの学習活

動への参加を呼びかける機会として、さまざまなイベ

ントを市民主体で開催しています。

●公民館まつり…毎年5月に中央公民館にて開催。

公民館を利用するサークルが、それぞれの学んだ成

果を発表し、サークルの学習活動への参加を呼びか

けるイベントです。

●高幡台分室まつり…高幡台分室の利用者が実行委

員となり、施設を利用するサークルの学習成果を発表

します。実行委員会を運営する市民を中心に、丘陵

地帯にある高幡台分室を「丘のキョテン」にするべく、

開催を続けています。

●ひのアートフェスティバル…市民アーティストたち

が企画運営に参加する、アートの楽しさを伝えるため

のイベント。毎年8月に開催され、すでに20年以上

の歴史があります。近年はミュージシャンのステージ

が盛り上がっており、日野市で唯一の“夏フェス”を提

供しています。

●秋フェス…公民館で活動する音楽サークルたちが、

お互いの演奏を披露し合うイベント。演奏する市民も

観客も、音楽をきっかけにおしゃべりやお茶を楽しみ、

交流が広がっています。
HOW TO JOIN

画ҕһΛا画ӡӦΛ͢Δ市民اͳͲͷ࠲ߨ
ʰใͻͷ Ͱɦืू͠·͢ɻ

公民館ߴ・ ഼ࣨ·ͭΓɿ公民館ར༻ஂମ͕ͦΕͧΕͷ
Ճ͢Δ͜ͱͰలࢀʹҕһձߦ࣮ ・ࣔग़ళͰ͖·͢ɻ
ͻͷΞʔτϑΣεςΟόϧɿ࣮ߦҕһձͷࢀՃऀΛ
ਵ͍ͯ͠ूื࣌·͢ɻ͍߹Θͤதԝ公民館·Ͱɻ

εςʔδग़ԋऀͱग़ళऀh ʹใͻͷʱ ͯืूΛ͍ߦ·͢ɻ

HOW TO JOIN

ू͍ɺֶͼɺͭͳ͕ΔͨΊͷ公 民館ۀࣄ
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社
会
教
育
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　社会教育とは、「学校の教育課程として行われる教育活動を除き、主として青少年及び成

人に対して行われる組織的な教育活動（体育及びレクリエーション活動を含む）」（社会教育

法第2条）とされる、日本の教育活動の一つです。教養の向上、職業技術教育などを行う社

会教育講座や社会教育学級、青少年のための活動やサークル活動、通信教育や学校開放

など、社会教育の領域に含まれる活動は多岐にわたり、公民館、図書館、博物館などはその

ための施設と位置づけられています。そこには「誰でも参加できる学びの場」という大前提が

あり、公民館は社会教育の発展に重要な役割を果たしてきました。

　文部科学省に置かれた諮問機関である中央教育審議会は、平成30年（2018年）12月21

日答申の中で、今後の地域における社会教育の意義と果たすべき役割について、「多様化し

複雑化する課題と社会の変化に、住民自らが担い手として地域運営に関わり解決していくこ

とを社会が要請している」としています。また、人生100年時代といわれる現在、誰もが生涯

にわたり、必要な学習を行い、その成果を生かすことのできる生涯学習社会の実現に向けた

取り組みが必要だとし、これからは「開かれ、つながる社会教育」を目指すべきだとしています。

日野市教育委員会が発行した副読本『歩こう　調

べよう　ふるさと七生』を活用し、七生地区の歴

史と自然を四季折 「々歩いて、見て、語って、聞き、

考える」学びの場が、令和元年より生涯学習課・図

書館・郷土資料館・中央公民館の合同事業として生

まれました。それぞれの分野の得意なものを持ち

寄り、市民がこのまちの自然や歴史、文化を体験

できる“生きた学び”を提供しています。

中学生が地域福祉にボランティアとして参加する

コーディネートを積極的に行う日野市ボランティア・

センター。「障害者週間イベント いっしょに」では、

中学生たちの障害者へのボランティア活動の成果

が発表されています。青少年期のボランティア体

験は、大人になっても心の中に残り、やがて次の

世代へと伝えられていくでしょう。

日野市の市民活動団体を支援するNPO 法人ひの

市民活動ネットワークは、毎年10月に「まちづくり

市民フェア」を開催。まちのさまざまな市民活動団

体と連携して、市民にNPO 活動の紹介と参加呼

びかけを行っています。フェアには近隣の大学生

ボランティアも参加し、市民の暮らしを支える市民

活動に協力しています。

「知識の源」ともいえる本などを通して市民の生涯

学習を支援する図書館が、地域の施設などと協働

する新しい取り組みを始めています。一例として、

三沢中地区の百草図書館では、図書館職員が近隣

の高齢者施設で読み聞かせを行っています。この

活動に触れた高齢者施設の入居者が、同じく近隣

の子育てカフェを訪れ、自ら子どもたちに読み聞か

せを行うなど、地域の中での循環が生まれています。

　「社会教育」と「生涯学習」。どちらも似たような文脈でよく耳にする言葉ではないでしょうか。

「生涯学習」は、学習者の視点から、人生の時間軸と社会全体の空間軸で“学び”を捉えた

もので、「社会教育」は、人々の自由で主体的な学習の条件整備や環境醸成を行うことが役

割です。

社 会 教 育と生 涯 学 習 は 違う？

公民館͚ͩ͡Όͳ͍

日野 市 の 社 会 教 育・生 涯 学 習

column

時代とともに多様化する人々の学びのあり方。市民のニーズに応えるべく、市内のさまざまな社会教育
施設で、新たな視点・発想での「新しい学び」が始まっています。

生涯学習 1 課 3 館合同事業
「学びの場プロジェクト」

日野市ボランティア・センター NPO 法人ひの市民活動ネットワーク

図書館×地域
「読み聞かせ事業」

ͱʹͭ͘Δɺࣗ ͨͪͷΒ͢·ͪ

つ な がりに よる 持 続 可 能 な日野を目指して
行政・NPO・小学校から大学までの学校などとともに、住みよいまちをつくろうとしているたくさんの 
市民がいる日野市。それぞれのつながりを生かし、暮らしや地域の課題へ取り組んでいます。

平成27年（2015年）9月、国連で「SDGs（持続可能な開発目標）」が採択されました。貧困や飢餓、エネル

ギー問題、気候変動への対応、環境保全、平和的な社会の実現などの地球規模の課題に取り組み、令和12

年（2030年）までに「誰一人取り残さない、持続可能な社会」を実現しようという世界基準で、世界各国が

そのゴールを目指しています。日野市はすでに「諸力融合」を合言葉に、市民・企業・大学・行政などの社会的

資源が新たに出会いつながることで、新しい価値を生み出し、まちを元気で豊かにする取り組みを進めていま

す。令和元年7月には「SDGs 未来都市」に選定された日野市。「誰一人取り残さない、持続可能な社会」を、

公民館でも目指していきます。

「パートナーシップで目標を達成しよう」（「SDGs」のゴール17）生 涯 学 習

学校教育を通した学習 社会教育を通した学習 家庭教育を通した学習
˔༮ஓԂ・খֶߍ・தֶߍ・
େֶͳͲʹ͓͚Δ・ߍߴ
ֶश・ڭҭ

˔公民館ֶ͕͏ߦश

˔ੜֶ֔शؔػ ・ؔஂମ・�

ۀࣄ शֶ͏ߦͳͲ͕ۀاऀ・

˔基本తੜ׆श׳ͷशಘ

˔Ոఉʹ͓͚Δ͚ͭ͠ͳͲ

自己学習
ਤॻ・Πϯλʔωοτ・ςϨϏ・ϥδΦͳͲΛݸͨ͠༺׆ਓֶशͳͲ

ࣾձڭҭͬͯԿͩΖ͏ʁ
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公民館を利用したことありますか？
市民のみなさんの学びの環境の現状は？

第2次日野市公民館基本構想・基本計画策定に向けて、

「これからの公民館のためのアンケート調査」を行いました（令和元年実施）。
公民館ͷϗʔϜϖʔδ͔Β͝ཡ͍͚ͨͩ·͢ɻࡉൈਮͰ͢ɻΞϯέʔτͷৄࡌܝ˞

˞άϥϑͷσʔλͯ͢ෳճʹΑΔͷͰ͢ɻ

市ॅࡏͷࡀ��Ҏ্ͷ ʢํແ
ҝநग़ʣΛରʹΞϯέʔτ࡞
Λ͍ߦɺͦ ͷճΛͱʹσʔ
λΛ࡞͠·͠ ͨɻ
アンケート発送：1,997通　
回収：481通
回収率：24％

回答者の年代 回答者の住まい
ߴ ・อ・ඦٱ・མ・ఔࡾ഼・
৽Ҫ・ੴా
Լ ・ాສࣉئ・্ ・ลງ೭・ٶా・
౦๛ ・ా๛ా
ਆ ・໌日野・日野本ொ・ӫொ・৽ொ
ೆฏ・ฏࢁ・ฏࢁ・౦ฏࢁ
Ѵ͕ ・ٰ࢜ொ・ଟຎฏ・
େࡔ ・্日野

 ۠ᶗɿ

 ۠ᶘɿ

 ۠ᶙɿ
۠ᶚɿ
 ۠ ɿɒ

questionnaire research

日野市中央公民館または高幡台分室が
どこにあるか知っていますか？

Q1

この1年間に何かしら
学んだことはありますか？

Q5

学んだきっかけは何ですか？
（Q5「よくあった」「ややあった」の方のみ回答）

Q5-2

この1年間に学んだことがなかった
理由は何ですか？

（Q5「どちらともいえない」「あまりなかった」「まった

くなかった」の方のみ回答）

Q6

この1年間にどのような学びを
行いましたか？

（Q5「よくあった」「ややあった」の方のみ回答）

Q5-1

学んだことが何かの場面で
役に立つことはありましたか？

（Q5「よくあった」「ややあった」の方のみ回答）

Q5-3

このまちで学びやすくするためには、
どのような取り組みが
必要だと思いますか？

Q9参加した講座や催しは
どのようなものでしたか？

（Q2「講座や催しに参加した」方のみ回答）

Q2-1

この1年間で中央公民館または
高幡台分室を利用しましたか？

Q2

公民館を利用しなかった理由は
何ですか？

（Q2「利用しなかった」方のみ回答）

Q2-2
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知っている
31.3％

やや知っている
13.6％

どちらともいえない
0.2％

まったく
知らない
40.5％

美術・工芸

歴史

文学

音楽

健康・スポーツ

料理

福祉

消費者問題

経済

環境

人権・平和

イベント

その他

5

6

56

42
78

115
85

63
5

26

2
1

12

15

8
3
3

0
1
1
1

興味のある講座や催しがなかったから

資格・専門的知識が得られないから

開催会場が遠いから

講座や催しの情報が届かないから

仕事や家事などが忙しいから

ほかの施設などを利用しているから

参加するきっかけがなかったから

特にない

その他

公民館の講座
公民館以外の公的施設にて

カルチャーセンターなどの民間の講座
大学などの講座
職場の研修

同行者が自主的に行っている集まり・サークル活動
図書館・博物館・美術館

自宅でのインターネット・テレビ・ラジオ
読書を通した学び
市民活動・地域活動

子育て
その他の場所

現在の仕事において必要性を感じたため
新しく就職・転職するために必要だから

地域での活動に生かすため
社会での活動に生かすため

家庭生活に生かすため
日常生活に生かすため
健康の維持・増進のため

他者との親睦を深めたり、友人を得るため
自分の楽しみのため
人生を深めるため
教養を深めるため
きっかけはない
分からない
その他

仕事が忙しくて時間がない
家事・育児・介護などが忙しくて時間がない

時間帯が希望に合わない
一緒に学習する仲間がいない
身近なところに学ぶ場がない
学ぶための費用がかかる

学習したい内容の講座が開設されていない
学習しても職場などから評価されない

学ぶための情報（内容・時間・場所・費用など）が入手できない
学ぶきっかけがつかめない

特に必要がない
分からない
その他

学びに関する情報を得る機会の拡充

就職や資格取得などに役立つ社会人向けプログラムの拡充

生活や教養に関するプログラムの拡充

土日祝日や夜間など、開講時間の配慮

学びを支援する人材（コーディネーターなど）の育成や配置
修了証や資格など、

学んだ成果が分かりやすくなる仕組みづくり
特にない

分からない

その他

仕事や就職の上で役立っている

地域での活動に役立っている

社会での活動に役立っている

家庭生活に役立っている

日常生活に役立っている

自分の人生を豊かにしている

健康の維持・増進につながっている

役立っていない

分からない

その他
あまり知らない
14.3％
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地区Ⅰ
26.1％

地区Ⅱ
16.4％

地区Ⅲ
20.3％

地区Ⅳ
17.1％

地区Ⅴ
20.1％
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10代
0.8％

20代
5.5％

30代
12.5％

40代
14.6％

50代
15.1％

60代
18.3％

70代
22.1％

80代
11.0％

講座や催しに参加した
5.7％

よくあった
21.7％

ややあった
31.3％

あまりなかった
17.6％

まったくなかった
25.0％

どちらとも
いえない
4.3％

サークル活動で
利用した
5.0%

利用しなかった
87.4％

その他
2.5％

場所が
知られていない… 利用しなかった

人が8割以上も…！
60～70代に
多いきっかけでした

“集い、学び、つな
がる”場をもっと生
かしたい…！

30代に多い
理由でした

学びで豊かに
なる人生

公民館ができる
きっかけづくりの
お手伝いとは…？

年代別に見ると若い
層はインターネット、
50代以上はチラシな
どの紙媒体での情報
を求めているようです

“個”の
学びが
トップ３
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仕事に学びの
きっかけが。
現役世代が
多数回答
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